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IHE

IHEとは、「医療情報システムの相
互接続性を推進する国際的なプロ
ジェクト」
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<Patient xmlns="urn:hl7-org:v3">
<id root="1234567890" extension="1234567890"/>
<identifier>

<system value="urn:hl7-org:v3"/>
<value value="1234567890"/>

</identifier>
<name>

<given>山田</given>
<family>太郎</family>

</name>
<gender value="M"/>
<birthDate value="1970-01-01"/>

</Patient>
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<ClinicalDocument xmlns="urn:hl7-org:v3" 
xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"

xsi:schemaLocation="urn:hl7-org:v3 ../schema/cda/CDA.xsd">
<realmCode code="JP"/>
<typeCode code="DOC"/>
<id root="1234567890" extension="1234567890"/>
<code code="11488-4" codeSystem="2.16.840.1.113883.6.1" 

codeSystemName="LOINC"/>
<title>診療記録</title>
<effectiveTime>

<low value="2023-07-20T12:00:00"/>
<high value="2023-07-25T12:00:00"/>

</effectiveTime>
<author>

<assignedAuthor>
<id root="1234567890" extension="1234567890"/>

<assignedPerson>
<name>

<given>山田</given>
<family>太郎</family>

</name>
</assignedPerson>



8IHEチュートリアル「医療現場を支え続ける情報システムの国際標準規格 FHIR」IHEチュートリアル「医療現場を支え続ける情報システムの国際標準規格 FHIR」 8– IHE Tutorial – 2024-06-13– IHE Tutorial – 2024-06-13

{
"resourceType": "Patient",
"meta": {

"profile": [ "http://jpfhir.jp/fhir/eCheckup/StructureDefinition/JP_Composition_eCheckupGeneral" ]

},
"identifier": [ {

"system": "urn:oid: 1.2.392.200119.6.102.11110101337",
"value": "Unknown"

} ],
"name": [ {

"extension": [ {
"url": "http://hl7.org/fhir/StructureDefinition/iso21090-EN-representation",
"valueCode": "IDE"

} ],
"use": "official",
“text”: “愛栄ー 太郎",
"family": "愛栄ー",
“given”: [ “太郎" ]

●続き
}, {

"extension": [ {
"url": 

"http://hl7.org/fhir/StructureDefinition/i
so21090-EN-representation",

"valueCode": "SYL"
} ],
"use": "official",
“text”: “アイエイチイータロウ",
"family": "アイエイチイー",
“given”: [ “タロウ" ]

} ],
"gender": "male",
"birthDate": “2023-01-01"

}

リソース名

ID

生年月日

性別

カナ姓名

漢字姓名
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転送方法データフォーマット規 格

なしテキスト “|^”HL7 V2 (1987)
SOAPXML RIM（Reference 

Information Model）に
基づく

HL7 V3 (2004)

なしV3の改良。XML。人間
の可読性

HL7 CDA R1 
(2004)

なしV3の改良。XML。コン
ピュータの可読性

HL7 CDA R2
(2005)

RESTfulXML/JSON。
拡張性あり。

HL7 FHIR
(2012)
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IHEサイクル ＝ IHE活動IHEサイクル ＝ IHE活動

Workflow
分析

ガイドライン
を示す

実装を容易
にする

IHEをPRする

医療の質
向上
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接続テスト（コネクタソン）

connect + marathon = Connectathon
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コネクタソンシール コネクタソンに合格したベンダーは、製品
にIHE準拠の証として、シールを貼ること
が可能。
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さらなるIHEの普及を目指し、 2019年よりIHE認定技術
者制度発足。その目的は、
（１）IHEのよき理解者を増やし、
（２）医療機関でのシステムの構築と運用を支援できる
人材の育成を図る。



IHEチュートリアル「医療現場を支え続ける情報システムの国際標準規格 FHIR」IHEチュートリアル「医療現場を支え続ける情報システムの国際標準規格 FHIR」 20



IHEチュートリアル「医療現場を支え続ける情報システムの国際標準規格 FHIR」IHEチュートリアル「医療現場を支え続ける情報システムの国際標準規格 FHIR」 21



IHEチュートリアル「医療現場を支え続ける情報システムの国際標準規格 FHIR」IHEチュートリアル「医療現場を支え続ける情報システムの国際標準規格 FHIR」 22

※この「プロファイル」は、HL7 FHIRの用語で、
IHEの統合プロファイルとは別物。
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API(Application Programing Interface)：「インターフェース」という言葉が意味するように
「境界線」「接点」を用いてアプリケーションをつなぐ機能を提供する。
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簡単なシステムを素早く開発・導入でき、共通利用が
可能な、医療分野で利用可能なリソース
現在、最新バージョンは、V6.0.0: Ballot
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電子
カルテ
システム

API
機能

モバイル
端末

REST
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クライアント

REST API

共有仕様に

合わせて管理
のみ行う

サーバ

加工・表示。

連携仕様やテスト方
法がシンプルとなり、
自由度が確保される。
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IHEの成果物（FHIR風に言うと”アーチファクト”）

統合プロファイルを集めたものが、テクニカルフ
レームワーク

33
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IHEの公開する文書（成果物）

(Integration Profile)

（Actor/Transaction）

34

（Technical framework）

分野別
（Domain）
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技術
定義書

統合プロ
ファイル

アクター

トランザク
ション

統合プロ
ファイル

アクター

トランザク
ション
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Technical Technical 
Framework

分野別に編集される

Integration profileIntegration profile
個別の業務に特化
したシナリオ

Actor &Actor &
Transaction
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IHE

36

Actor Actor

Transaction

Integration Profile-N

Actor Actor

Transaction

Integration Profile-2

Actor-1 Actor-2
Transaction-1

Integration Profile-1

Technical Framework

Transaction-2
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患者情報
データベース

患者情報
問い合わせ

サーバー クライアント
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•

•

42

HTTP GET/POST 
[base]/Patient?<parameters>

HTTP POST
[base]/Patient/$match
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HL7 FHIRHL7 V3HL7 V2

[BASE] 
/Patient?<parameter>

PRPA_IN201305UV02  
(Find Candidates 
Query)

QBP^Q22
RSP^K22

HL7 のメッセージ

ITI-78 Query
ITI-119  Match

ITI-47 Patient 
Demographics Query
ー

ITI-21

ITI-22

トランザクション名
IHE

PDQmPDQV3PDQIHE
統合プロファイル名

43

IHEにおける、「PDQ」は一貫して、Workflowは同じで、患者の検索
（ID、患者情報による）である。
IHEのトランザクションは、HL7に合わせて、それぞれ大きく違うもの
である。
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IHEFHIR項目

Use caseを検討して、
Workflowを提案する。

不十分。Workflow 
解析

実装ガイドライン
Workflow-oriented

規格そのもの
Message-oriented

成果物

１）テストの方法
２）セキュリティー面の検討
３）他のIHEプロファイルとの
関係

Capability Statement 
(CS)

実装ガイド

一部のmobleプロファイルで
IHEが提供

HL7が提供サンプル
リソース

45
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赤字は、日本IHE協会の
コネクタソンで接続テストが
予定されている。
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mobile-profile (IHE)FHIRITEM
機能や実際の装置を定義該当なしACTOR：機能

FHIRを基に、検索方法などの詳
細を規定

RESTfulTRANSACTION：転送
手順

Use caseに合わせて、詳細を規
定し、制限する場合もある。

規定している。EXTENSION：データの
拡張

一連の業務（Workflow）に特化
して、必要な機能を詳細に規定

一部対応Use case：業務シナリ
オ

mobile-profileを組み合わせて、
一連の業務を実現し、その機能
をテストする。

データのコンテンツについ
て、Validation機能を提供

PROJECTATHON：一連
の業務に特化した接
続試験

業務の流れ（Workflow）分析か
らスタートして、標準的な規格を
どのように使用して実装するか
に重点

医療情報の記述をメッ
セージとして、HL7 V2から
スタートして、データのやり
取り（RESTful)まで包含

生い立ち
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URL
http://www.ihe-j.org/


